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・同 時 二 色 光 励 起 に よ る 信 号 変 化 の 振 舞 い

・励 起 後 の 緩 和 過 程 の 測 定

・
α の 変 化 を 誘 起 す る 光 の 偏 光 特 性

・
α の 強 度 の 温 度 依 存 性

こ れ ら の 全 て の 実 験 で α は H2 セ ン タ ー と 同 じ 振 舞 い を 示 し た の で、 α を 示 す セ

ン タ ー と H2 セ ン タ ー は 同 じ も の で あ る と 結 論 し た。

　 さ ち に ESR 測 定 で 、 α の 減 少 と 同 時 に 孤 立 窒 素 セ ン タ ー の 信 号 が 増 加 し た 。

ま た 、 　α と 孤 立 窒 素 セ ン タ ー の 信 号 に お け る、 光 励 起 中 や 光 励 起 後 の 変 化 の 振 舞

い に 相 関 関 係 が 見 い だ さ れ た。 よ っ て 孤 立 窒 素 セ ン タ ー は H2 セ ン タ ー の フ ォ ト

ク ロ ミ ズ ム と 密 接 な 関 係 が あ り、 上 記 モ デ ル の トラ ッ プ セ ン タ ー で あ る と 結 論 し

た。 　ま た、 二 色 光 励 起 の 紫 外 光 を 照 射 し た 実 験 か ら、 α を 示 す セ ン タ ー と 窒 素 セ

ン タ ー 以 外 の 電 子 も 光 化 学 反 応 に 関 与 し て い る こ と が わ か っ た 。

6 ． Restricted　Geometry 中 の 酸素分子 の 磁気的熱的性質

大 石 幸 広

　 Res し ricted 　 Geometry （以 下 RG ） と は、 原 子 や 分 子 サ イ

ズ の オ ー ダ ー の 狭 い 空 間 の こ と を 言 う 。 こ の 狭 い 空 間 に 閉 じ こ め ら れ た 原 子 や 分

子 は 、 そ の 空 間 の 構 造 を 反 映 し た 配 列 を と り 、
バ ル ク と は 異 な る 性 質 を 示 す こ と

が 予 想 さ れ る 。

　 酸 素 分 子 は 、 常 温 、 常 圧 下 で 常 磁 性 を 示 す 唯 L ・の 等 核 二 原 子 分 子 で あ る 。 こ の

酸 素 分 子 を RG 中 に 吸 着 さ せ 、 そ の 熱 的 お よ び 磁 気 的 性 質 を 実 験 的 に 明 ら か に す

る こ と が 本 研 究 の 目 的 で あ る 。

　 今 回 測 定 に 用 い た RG は 、ZSM − 23 、H − Y 　ZeQrite 及 び Vycor

g ⊥ ass の 3 種 類 で あ る 。 ZSM − 23 は 1 次 元 の 細 孔 を も っ RG で 、 H − Y

zeorite は 8A の channe1 で 結 は れ た 13A 大 き さ の 空 孔 を も っ 。

vycor 　 glass は 約 50A 程 度 の 不 現 則 な 細 孔 を も っ 。 こ れ ら に 吸 着 さ

れ た 酸 素 分 子 は 、 そ れ ぞ れ 1 次 元 、 ク．ラ ス タ ー 及 び バ ル ク 的 な 配 列 を と る こ と が

期 待 ざ れ る 。 特 に ZSM − 23 で は 、　1 次 元 に 酸 素 分 子 が き ち ん と 配 列 す れ ば 、
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そ れ は S ＝ 1 の 1 次 元 ハ イ ゼ ン ベ ル グ 反 強 磁 性 体 と な り、

を 観 測 で き る か も 知 れ な い と 言 う 期 待 も あ る 。

Haldane 　gap

　 実 験 は、 極 低 温 に お け る 比 熱 、 磁 化 率 及 び 強 磁 場 磁 化 の 測 定 で あ る 。

　 ZSM − 23 に っ い て 磁 化 率 で は 、 バ ル ク の α
一

β 転 移 と 思 わ れ る 磁 化 率 の と

び と 、 低 温 で 温 度 低 下 と と も に 減 少 す る 磁 化 率 と を 観 湖 し、 比 熱 で は 2K ．付 近 に

フ
’

ロ ー ドな ピ ー ク を 観 測 し た 。

　 強 磁 場 磁 化 で は Vycor 　 g ⊥ ass 、 H − Yzeorite 、 ZSM − 2

3 と 細 孔 径 の 減 少 に 対 応 し た 磁 化 の 系 統 的 変 化 が 靦 測 さ れ た 。

7 ． 非局所媒質の 線形応答に よるサ イズ依存性

岡 　田 健

半導体 の 励起子系 は 、 波動関 数が 試 料 全体 に広 が っ て い る 典型 的 な非局 所 的 媒 質で あ

る ．励起子の 重心運 動が 閉 じ込 め られ 、 サ イ ズ 量子化 さ れ た 励 起子 系 に 対 して 非局所

的取 り扱 い ［1］，［2］を行 な っ て 、 線形 理 論 の 範 囲で 光学応答 を求 め 、 そ の サ イ ズ依存性

を 調 べ た ，

　 は じめ le　．そ の よ うな 系で しば しば な され る 、 誘電 率 を局所的 な 形 に 近 似す る こ と、

の 妥当性 を 薄膜 icっ い て 考 察 した と こ ろ 、 非 局 所 的 ス ペ ク ト ル を 局 所 的 近 似 で 再 現 す

る に は
一

部 の 振動子 強度 と 減褒 定数 を 負 le と る と い う非 物 理 的 な 操 作 が 必 要 と さ れ る

こ と が わ か っ た ． した が っ て 、 局所 的 取 り扱 い は 、 非常 に 小 さ な サ イ ズ領域 を除 い て

は 不適当 で あ る こ とが わ か っ た ．

　 次 に 、長波長近似で 考 え られ て い る 薄膜申励 起 子 準 位 の 放 射寿命 幅 （吸 収 ス ペ ク b

ル の ピー ク幅 ） の 膜 厚 に比 例 した増 大 は 、 非 局所的取 り扱い で は 、 光 の 波長 よ り は る

か に 小 さ な膜 厚領域 で 飽和す る こ とが 示 さ れ 、 長 波 長近 似 の 成 立 限 界 を 与 え る こ と が

で きた．微粒子 の 吸収 ス ペ ク ト ル 幅 の サ イ ズ依 存 性 に っ い て も調 べ た ．【3］

　 最 後 に 、 短 パ ル ス を 薄膜に 垂直 に 入射 させ た 場 合の 時間的 応答 を 考察 した ，応 答 パ

ル ス 強度 の 時 間的減 衰が 単 一
指 数関数 的 に な る 条件 は 、 吸収 ス ペ ク トル の ピ ー

ク 幅 を

十分 に 覆 う エ ネ ル ギ ー幅 を も っ パ ル ス を入 射 させ る こ とで あ っ た ． こ の 減衰時定 数か ら

求 め た 放射 寿 命幅 rr の 膜 厚 依 存性 は 、 先 に 述 べ た 吸収 ピ ー ク幅 の 膜 厚依存性 と同等で

あ っ た ． また 、 非放射寿 命幅 rn の 方 が Pr よ り大 きい 場合 も考察 した と こ ろ 、 単
一

指

数 関数 的 な 減衰 の 起 こ る 条 件 は 、
パ ル ス の エ ネ ル ギ ー

幅 が吸収 ス ペ ク ト ル 幅 （「，
十 「

n ）
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